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　　　　第１節　合戦原遺跡 38号横穴墓の岩盤強度
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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 合戦原遺跡 38 号墓では線刻壁画の存在が確認されている(註 1)が、その保存を検討するためには、壁画の

存在する岩盤の強度について理解しておく必要がある。しかしながら、通常の岩盤強度測定方法(註 2)は試料

採取を前提とした破壊試験であるため遺跡で行うには不向きであり、文化財を対象とした、影響のなるべく

小さい調査方法が要求される(註 3)。そこで、遺跡の価値を損ねないように留意しながら合戦原遺跡 38 号墓

の岩盤強度を評価したので、以下に報告を行う。なお、調査は 2015 年 8 月 21 日に行ったものである。 



２２２２    調査方法と結果調査方法と結果調査方法と結果調査方法と結果    

(1)(1)(1)(1)方法方法方法方法    

 合戦原遺跡の存在する地盤はシルト及び砂で構成される堆積物であり、固結度が低く泥岩とするか泥とす

るか、砂岩とするか砂とするか、呼び方が微妙な状態にある。このため、文化財を対象とした通常の岩石強

度測定方法(註 4)で計測を試みられるものは限られていると判断し、軟岩ペネトロ計を用いた針貫入試験(註

5)以外に、土壌の物性評価方法である山中式土壌硬度計（標準型）を用いた硬度測定(註 6)も試みた。測定対

象は 38 号墓近傍で掘削によって初めて表面に露出した露頭で二カ所設定し、いずれも遺構面ではない場所

で行った（第 32・33 図）。計測に伴う試料採取はなく、また固結度が低いため計測後に計測地点に残された

痕跡は僅かだった。 

(2)(2)(2)(2)結果結果結果結果    

 結果を第 33 表に示す。 

 第一地点では、軟岩ペネトロ計で0.4N/mm、山中式土壌硬度計で三回の平均値として12.8mmの値が得られ、

第二地点では軟岩ペネトロ計で 1N/mm、山中式土壌硬度計で三回の平均値として 21.0mm の値が得られた。 



３３３３    考察考察考察考察    

 第一地点について、軟岩ペネトロ計の計測値0.4N/mm換算式の範囲外のため一軸圧縮強度には変換不能で、

山中式土壌硬度計の計測値 12.8mm は一軸圧縮強度への換算値で 215 kPa と算出される。第二地点について

は、軟岩ペネトロ計の測定値 1N/mm から一軸圧縮強度 397 kPaが算出され、山中式土壌硬度計の計測値 21.0mm

は一軸圧縮強度 717kPa と算出される。 

 これらの数値はいずれも推測値に過ぎず、同一地点でも計測方法によって値がばらついている。このため

計測値の絶対値をそのまま議論に用いることは危険だが、いずれの結果でも一軸圧縮強度として 1MPa 未満

の値が推測されている点で共通する。横穴墓を構成する岩盤強度としては、例えば九州で数多くの横穴墓群

が存在する阿蘇熔結凝灰岩の岩盤では、一軸圧縮強度として 6.3～88.4 Mpa という値が報告されている(註 7)。
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このうちで横穴墓群が造られるのは比較的掘りやすい岩盤に限られると考えても、1MPa を下回る値は報告さ

れていない。このことからすると、今回の合戦原遺跡で得られた強度値は、横穴墓群を構成する岩盤として

みた場合には、かなり低いものと評価される。合戦原遺跡の保存を検討する場合には、このことに十分配慮

した考え方が求められるだろう。 
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

第 32 図 軟岩ペネトロ計による強度計測             第 33 図 山中式土壌硬度計による硬度計測 



第 33 表 計測結果一覧 

地点 針貫入勾配 一軸圧縮強度 山中式硬度値 一軸圧縮強度

１  換算不能  

２    

針貫入試験に基づく換算値

 山中式硬度計に基づく換算値








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